
なる対応が必要になり、消防法第10条第１項ただし書に
基づく危険物の仮貯蔵・仮取扱いが数多く行われました。
このような状況を踏まえ、消防庁では平成24年度に

「東日本大震災を踏まえた危険物の仮貯蔵・仮取扱い等
の安全確保のあり方に係る検討会」を開催して東日本
大震災時に行われた仮貯蔵・仮取扱い等の実態を調査
するとともに、震災時等における危険物の仮貯蔵・仮
取扱い等の安全確保のあり方について検討を行ったと
ころです。
今般、当該検討会の検討結果を踏まえ、震災時等にお
ける危険物の仮貯蔵・仮取扱い等の安全対策及び手続き
に係るガイドラインを策定し、地方公共団体の防災部局
及び消防機関に対し通知しました。（「震災時等における
危険物の仮貯蔵・仮取扱い等の安全対策及び手続きにつ
いて」（平成25年10月３日消防災364号・消防危171号）

２　ガイドラインの内容
ガイドラインの内容については次のとおりです。

震災時等における危険物
の仮貯蔵・仮取扱い等の
安全対策及び手続きに係
るガイドラインについて

危険物保安室

はじめに
平成23年３月11日に発生した東日本大震災では、給
油取扱所等の危険物施設が被災したことや、被災地への
交通手段が寸断されたこと等により、ドラム缶や地下タ
ンクから手動ポンプ等を用いた給油・注油や、危険物施
設以外の場所での一時的な危険物の貯蔵など平常とは異

第１　震災時等における危険物の仮貯蔵・仮取扱いの安全対策
　震災時等において、安全を確保した上で迅速に危険物の仮貯蔵・仮取扱いの承認をするに当たっては、管轄地域において震災時等に危険物の仮貯蔵・
仮取扱いの申請が想定される者（電気関係業者、建設業者、製造業者、石油関係業者、官公庁等）に対して、震災時等の被害状況及び想定される臨
時的な危険物の貯蔵・取扱い形態について検討させるとともに、当該臨時的な危険物の貯蔵・取扱い形態に応じて講ずべき安全対策を併せて検討させ、
具体的に計画しておくよう求めることが必要です。
１　共通対策

２　危険物の取扱い形態に着目した特有の対策

第２　震災時等における危険物の仮貯蔵・仮取扱いの申請手続きに関する留意事項
　震災時等において被災地では、交通手段や通信手段が十分に確保できないことに加え、消防機関側の人員の確保が困難となる等により、危険物の
仮貯蔵・仮取扱いの承認手続きが遅れる可能性があります。消防機関等は、震災時等における危険物の仮貯蔵・仮取扱いの申請手続きを円滑に実施
するため、次の事項について検討しておくことが重要です。

第３　危険物施設における臨時的な危険物の貯蔵・取扱い
　震災時等に危険物施設において必要となる臨時的な危険物の貯蔵・取扱いについては、前述の第１、第２を参考とするとともに、次の事項に留意
する必要があります。
１　危険物の仮貯蔵・仮取扱いの承認を必要としない臨時的な危険物の貯蔵・取扱い
２　事前の対応

３　発災後の対応

第４　その他
１　指定数量未満の危険物の臨時的な貯蔵・取扱いについて
２　危険物の仮貯蔵・仮取扱いになる手数料の減免措置について

(1)危険物の取扱場所（可燃性蒸気対策）
(2)保有空地の確保
(3)標識等の設置
(4)流出防止対策
(5)火気使用の制限
(6)静電気対策

(7)消火設備の準備
(8)取扱い場所の管理
(9)危険物取扱者等の立会い等
(10)二次災害の発生防止
(11)安全対策を講じる上で必要な資機材等の準備

(1)ドラム缶等による燃料の貯蔵及び取扱い
(2)危険物を収納する設備等からの危険物の抜取り

(3)移動タンク貯蔵所等からの給油、注油等

(1)危険物の仮貯蔵・仮取扱いの実施計画（図１、図２）
(2)電話による承認	

(3)通信手段等の確保が困難な場合の手続き
(4)繰り返し承認

(1)許可内容への内包
(2)予防規程への記載等

(3)緊急時対応用資機材の準備

(1)緊急対応
(2)施設の応急点検

(3)異常時の対応
(4)臨時的な危険物の貯蔵・取扱いの停止
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３　おわりに
本ガイドラインの全文については、下記ＵＲＬに掲載
されています。
（http://www.fdma.go.jp/concern/law/tuchi2510/
pdf/251003_sai364_ki171.pdf）
消防機関においては、本ガイドラインを震災等の際の
危険物の仮貯蔵・仮取扱いの運用にご活用いただくとと
もに、震災等の際の危険物の仮貯蔵・仮取扱いが想定さ
れる申請者に対し、実施計画の積極的な策定指導に取り

組んでいただきますようお願いいたします。
また、地方公共団体の防災部局においては、震災時等
においては、避難所の非常用電源・暖房設備等への円滑
な燃料供給等において危険物の仮貯蔵・仮取扱いの申請
者となる場合もあることから、必要に応じ実施計画の策
定に取り組んでいただきますようお願いいたします。

問合わせ先
　消防庁危険物保安室　中嶋、森
　TEL: 03−5253−7524

図１　仮貯蔵・仮取扱い実施計画書（ドラム缶等による燃料の貯蔵及び取扱いの例）

図２　仮貯蔵・仮取扱い実施計画書（移動タンク貯蔵所等よる軽油の給油及び注油等の安全対策の例）

ドラム缶等による燃料の貯蔵及び取扱い

仮貯蔵・仮取扱い実施計画書（例）

１ 目的

震災等により被災地においてガソリン等の燃料が不足した場合に災害復興支援車両等

への燃料補給を行うことを目的とし、危険物施設以外の場所での一時的な貯蔵やドラム缶

から手動ポンプ等を用いて金属携行缶への詰め替えを行い、仮設の燃料供給拠点として利

用するために必要な事項を予め計画するものである。

２ 仮貯蔵・仮取扱いをする場所

○○市○○区○○町○○番○○号 ○○工場東側空地（コンクリート舗装）

３ 仮貯蔵・仮取扱に使用する部分の面積

約 ㎡（ × ）

４ 詳細レイアウト

別紙のとおり

５ 仮貯蔵・仮取扱いをする危険物の類、品名、数量

第４類第１石油類（ガソリン）３，０００リットル

６ 指定数量の倍数

１５倍

７ 貯蔵及び取扱方法

⑴ ２００リットルの金属製容器（ドラム缶）にて貯蔵する。

⑵ 保有空地を６ｍ確保する。

⑶ 貯蔵場所と詰め替え場所に６ｍの離隔をとる。

⑷ 高温になることを避けるため通気性を確保した日除けを貯蔵場所に設置する。

また、取扱場所において、危険物が長時間炎天下にさらされないようにする。

⑸ 第五種消火設備 型粉末消火器 ３本を設置する。

⑹ 標識・掲示板を設置し関係者に次の事項について注意喚起を行う。

「危険物仮貯蔵・仮取扱所」、「品名・数量・倍数」、「火気厳禁」

８ 安全対策

⑴ ドラム本体、給油に使用するドラムポンプのアースを確保する。

⑵ 危険物の取扱いは、原則として危険物取扱者免状保有者が行う。

⑶ 危険物を取り扱う者は、静電安全靴を着用する。

９ 管理状況

⑴ 保有空地の周囲にバリケードを立て、空地を確保する。

⑵ 敷地の出入り管理を徹底し、いたずら・盗難を防止する。

⑶ 作業前と作業後に点検を行い、その結果を記録する。

その他必要な事項

金属携行缶による給油は、この場所以外で行わない。

別添

仮貯蔵・仮取扱い実施計画書（ドラム缶等による燃料の貯蔵及び取扱い）

取扱場所 貯蔵場所 

火気厳禁 

危険物仮貯蔵・仮取扱所 
 品 名 ： 第４類第１石油類（ガソリン）  

 数 量 ： 3,000リットル 

 倍 数 ： 15倍 

 管理者 ： ○○ ○○ 

第５種消火設備を３

本設置する

保有空地

６ｍ確保する

ドラム本体だ

けでなく、給

油に使用する

ドラムポンプ

等からもアー

スを確保する

標識・掲示板を設置

し関係者に注意喚起

を行う

リットルの金属

製容器（ドラム

缶）にて貯蔵する

（最大 本）

○○工場東側空地

約 ㎡

取扱場所に置く

ドラム缶は１本

のみとする

保有空地の周囲にロープを

張り（バリケードを立て）

空地を確保する

高温になることを避け

るため、通気性を確保

した日除けを設置

通風・換気の

よい場所で実

施する

取扱場所を貯蔵場所か

ら離す

約20㎡ 

約20㎡ 

長時間炎天下に

さらされないよ

うに配慮する

移動タンク貯蔵所等による軽油の給油・注油等

仮貯蔵・仮取扱い実施計画書（例）

１ 目的

震災等により被災地において災害復興のための重機への燃料補給及びドラム缶への注

油を行うために必要な事項を予め計画するものである。

２ 仮貯蔵・仮取扱いをする場所

○○市○○区○○町○○番○○号 ○○工場東側空地

３ 仮貯蔵・仮取扱に使用する部分の面積

約 ㎡

４ 詳細レイアウト

別紙のとおり

５ 仮貯蔵・仮取扱いをする危険物の類、品名、数量

第４類第２石油類（軽油）１日最大２０，０００リットル

６ 指定数量の倍数

倍

７ 貯蔵及び取扱方法

⑴ 移動タンク貯蔵所から直接重機への給油及びドラム缶への詰替を行う（詰め替えたド

ラム缶は別途確保する貯蔵場所に速やかに移動させる）。

⑵ 保有空地を６ｍ確保する。

⑶ 高温になることを避けるため、必要に応じて通気性を確保した日除けを貯蔵場所に設

置する。

⑷ 第五種消火設備 型粉末消火器 ３本を設置する。

⑸ 標識・掲示板を設置し関係者に次の事項について注意喚起を行う。

「危険物仮貯蔵・仮取扱所」、「品名・数量・倍数」、「火気厳禁」

８ 安全対策

⑴ ドラム本体のアースを確保する。

⑵ 吸着マット等危険物の流出時の応急資機材を準備する。

⑶ 危険物の取扱いは、原則として危険物取扱者免状保有者が行う。

９ 管理状況

⑴ 保有空地の周囲にバリケードを立て、空地を確保する。

⑵ 敷地の出入り管理を徹底し、いたずら・盗難を防止する。

⑶ 作業前と作業後に点検を行い、その結果を記録する。

その他必要な事項

移動タンク貯蔵所への注油は別場所で行う。

仮貯蔵・仮取扱い実施計画書（移動タンク貯蔵所等による軽油の給油及び注油等の安全対策の例）

6ｍ

6ｍ 6ｍ

6ｍ 6ｍ

6ｍ

6ｍ

6ｍ 6ｍ

x 

給油場所 

保有空地

６ｍ確保する

保有空地の周囲にバリケードを

立て空地を確保する

重機等 

移動タンク貯蔵所 

バリケード 

吹きこぼし防止に細心の注意を

払う

吸着マット 第５種消火設備 

移動タンク貯蔵所 

重機等 

ドラム本体だけでなく、給

油に使用するドラムポンプ

等からもアースを確保する

防油堤を設け、漏え

い防止シートで覆い

流出防止措置をする

火気厳禁 

標識・掲示板を設置し関係

者に注意喚起を行う

危険物仮貯蔵・仮取扱所 
 品 名 ： 第４類第２石油類（軽油） 

 数 量 ： ２０，０００リットル 

 倍 数 ： ２０倍 

 管理者 ： ○○ ○○ 

注油場所 

貯蔵場所 給油場所 

詰め替え後ドラム缶

は順次運び出すこと

とし、この場所で保

管は行わない

約200㎡ 

約180㎡ 

高温になること

を避けるため、

必要に応じて通

気性を確保した

日除けを設置
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